
陰圧室は、主に、麻疹（はしか）・水痘（水ぼうそう）・結核など、空気感染する病気の感染を防ぐために導入されます。

今回のCOVID-19も、飛沫感染、接触感染、エアロゾル感染、空気感染と、感染力の強さが報道されていますが、

いち早く感染源（感染者や感染の疑いの有る患者）の隔離を行うことが必要となります。

院内若しくは院外に、一般の患者さんとの動線を分けた陰圧ルームを設置する事で、感染疑いの有る患者さんの診察、

検査、待機等にご利用頂けますので、一般の患者さんの安心に繋がります。

抑える事ができますので、陰圧室の設置は、一般の患者さんへの安心にも繋がります。

医療施設

初動が大切です

安心に繋がります

高齢者施設

陰圧室の必要性
クラスターを防ぐ為には、「初動」が重要です。

陰圧室を整備する事で、感染の判断がつくまでの間の、一次的に安全な待機室（隔離室）としてご利用頂く事も可能ですし、

発症者に退院をお願いする事や、病棟内の他の患者さんへの感染の可能性もある為、当該病棟を一定期間制限する

院内で発症が確認された場合でも、速やかに陰圧室へ移すことで、周りの患者さんへの感染リスクを
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医療施設では、主にPCR検査などの検体詐取の場や、発熱外来などの診察用にご利用頂いております。

感染が確認された場合でも、陰圧室が有れば入院が可能になりますので、入院中に発症した患者さんに

退院をお願いする必要もなくなります。

また入院中の患者さんが発症した場合、免疫状態の悪い患者さんに感染すると重症化しやすいため、

必要が出てきます。

クラスターが発生する前に、手遅れになる前に、先ずは陰圧室に隔離して他の入所者と空間を分ける事が重要です。

感染の疑われる症状が出た場合、速やかに陰圧室に移ってもらうことで他の入所者への感染を防ぐ事ができます。
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入所者にこのような症状が出た時、どの時点で、専門機関（保健所や専門病院など）に連絡をとりますか？

これらは非常に難しい判断となります。


